
努
力
賞

奨
励
賞

　
▽
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
追
求
―
あ
す

の
企
業
が
生
き
残
る
た
め
に

倉
澤
秀
人

三
菱
電
機

▽
急
成
長
を
遂
げ
る
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
と
共
に
チ
ョ
バ
の
精

神
を

赤
松
洋
平

日
鉄
鉱

業

▽
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化

で
企
業
競
争
力
を
高
め
る

中
川
裕
介

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ス

▽
企
業
の
活
性
化
は

食
育
か
ら
生
ま
れ
る

荒
井

祐
貴
子

山
崎
製
パ
ン

▽

利
他
を
意
識
さ
せ
る
取
り
組

み
と
忍
耐
力
の
強
化

佐
用

敦

富
士
通
フ
ロ
ン
テ
ッ

ク

▽
日
本
の
変
化
を
も
た

ら
す
た
め
の
企
業
の
あ
る
べ

き
姿
と
は

黒
川
南
美

富

士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
情
報
シ
ス
テ

ム

▽
競
争
か
ら
共
創
へ

企
業
の
事
業
利
益
と
社
会
貢

献
の
両
立
に
向
け
て

戸

田
紘
平

ラ
イ
オ
ン
商
事

▽
社
会
と
の
つ
な
が
り
の
中

に
お
け
る
企
業
と
社
員
像

木
村
圭
一

四
国
電
力

▽

若
手
社
員
教
育
が
支
え
る
こ

れ
か
ら
の
日
本
企
業

松
木

洋
子

セ
ン
コ
ー

▽
生
産

拠
点
の
海
外
移
転
に
お
け
る

日
本
人
の
も
の
づ
く
り
に
対

す
る
思
い
の
伝
承

森
谷
契

介

ヤ
マ
ハ
発
動
機

▽
日

本
の
お
も
て
な
し
力
を
世
界

へ

野
崎
一
宏

中
部
電

力

▽
銭
湯
に
学
べ
！
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
生
ま

れ
る
企
業
の
競
争
力

山
田

邦
仁

富
士
通
九
州
シ
ス
テ

ム
ズ

▽
学
校
と
企
業
の
協

業
に
よ
る
人
財
の
育
成

岡

本
一
也

安
川
電
機

　
▽
震
災
か
ら
学
ん
だ
こ
れ

か
ら
の
日
本
の
製
造
業
の
あ

り
方

根
本
真
弓

Ｎ
Ｅ
Ｃ

ト
ー
キ
ン

▽
正
し
い
経
営

判
断
の
た
め
の
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
形
成

大
西
空
摩

ア

ル
バ
ッ
ク

▽
多
機
能
家
電

産
業
を
反
省
す
る

地
葉
僚

太

三
木
プ
ー
リ

▽
こ
だ

わ
り
気
質
に
よ
る
品
質
と
独

自
性
で
差
別
化
を

五
十
嵐

康
雄

日
本
電
設
工
業

▽

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重

要
性

佐
藤
利
明

ア
ル
ゴ

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス

▽
マ
ニ

ュ
ア
ル
社
会
で
臨
機
応
変
に

生
き
る

長
田
朋
子

Ａ
Ｄ

Ｅ
Ｋ
Ａ
ク
リ
ー
ン
エ
イ
ド

▽
技
術
大
国
の
復
権

西
田

浩
平

Ｎ
Ｅ
Ｃ

▽
考
え
続

け
る
こ
と
で
未
来
を
切
り
開

く

星
野
遼

日
本
電
子

▽
変
化
す
る
企
業
の
役
割
と

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン

ス

金
東
年

日
立
物
流

▽
近
年
の
不
祥
事
か
ら
考
え

る
企
業
の
あ
り
方

杉
永
雅

斗

Ｊ
Ｎ
Ｃ

▽
真
に
労
働

者
が
働
き
や
す
い
労
働
環
境

を
目
指
し
て

山
田
仰

関

東
電
気
保
安
協
会

▽
企
業

の
海
外
組
織
に
お
け
る
人
材

開
発
と
人
的
資
源
管
理

周

金
子
産
業

▽
人
に
や

さ
し
い
企
業
と
技
術

草
野

翔

コ
ア

▽
非
資
源
国
日

本
の
今
後

レ
ア
メ
タ
ル
戦

争

礒
貝
二
郎

栗
本
鐵

工
所

▽
自
然
災
害
を
乗
り

越
え
る
日
本
の
レ
ス
キ
ュ
ー

技
術
力
に
つ
い
て

黄
雅

モ
リ
タ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス

▽
日
本
の
技
術
と
発
展

最
上
嵩
之

日
阪
製
作

所

▽
現
代
に
お
け
る
自
動

化
と
そ
の
弊
害

前
澤
文
宏

山
陽
特
殊
製
鋼

▽
教
え

な
い
こ
と
の
大
切
さ

井
出

雄
也

き
ん
で
ん

▽
商
品

の
成
長
と
企
業
の
変
革

細

川
祐
希

バ
ン
ド
ー
化
学

▽
若
者
の
意
識
で
日
本
企
業

は
変
わ
る

江
口
真
理
子

タ
キ
ロ
ン

▽
強
い
企
業

構
築
へ
む
け
て

ス
ポ
ー
ツ

選
手
と
企
業
の
新
た
な
関
係

性
の
探
索

吉
國
秀
平

江
崎
グ
リ
コ

▽
次
世
代

に
続
く
人
へ
の
教
育

小
野

友
輝

酉
島
製
作
所

▽
お

客
様
の
求
め
る
本
当
の
価
値

を
実
現
す
る
製
品
開
発
を

尾
林
慶
一

オ
ム
ロ
ン

▽

五
百
年
間
変
わ
ら
な
い

武

器

づ
く
り

藤
田
佳
菜
子

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
　
デ
バ
イ

ス
デ
ィ
ス
ク
リ
ー
ト
セ
ミ
コ

ン
ダ
ク
タ
ー

▽
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ

い
て

陳
海
蓉

堀
場
エ
ス

テ
ッ
ク

▽
企
業
が
求
め
る

自
律
型
人
材
と
は

中
薗
智

哉

東
洋
炭
素

▽
グ
ロ
ー

バ
ル
に
つ
な
が
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
活
か
す

楊
青

森
精
機
製
作
所

▽
帆
船

に
学
ぶ
グ
ロ
ー
バ
ル
化

中

島
麻
菜
美

Ｔ
Ｙ
Ｋ

▽
心

と
技
術
の
連
携

吉
村
卓
真

キ
ャ
リ
オ
技
研

▽
日
本

企
業
の
目
指
す
べ
き
グ
ロ
ー

バ
ル
文
化
企
業

川
合
吉
乃

中
部
電
力

▽
中
国
人
か

ら
見
る
日
本
企
業
の
中
国
進

出
に
つ
い
て

張
超

正
興

電
機
製
作
所

敬
称
略

豊
か
な
人
間
性
の
結
集
が
不
可
欠

「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
４
Ｐ
と
国
内
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
の
推
進
」

�部第一席木村きむら綾子あやこさん（パナソニック）

あすの企業を考える
～本社主催～

　日刊工業新聞社は経済産業省、日本商工会議所など
の後援を得て 年度の新入社員を対象とした「第
回フレッシャーズ産業論文コンクール」を実施しま
した あすの企業を考える」「中堅・中小企業の将来
像を考える」をテーマに毎年実施しているもので、応
募数は 社から 編。グローバル化が急速に進み、
海外企業との競争が厳しくなる中で、いかに国際的な
人材を育成し、イノベーションや新産業を創出してい
くか、といった内容の作品が数多く見られました。そ
の中から経済産業大臣賞（第Ｉ部第一席 日本商工会
議所会頭賞（第 部第一席）など優秀作に選ばれた
編の入賞論文を紹介します。表彰式は 日、東京都千
代田区飯田橋のホテルグランドパレスで開かれます。

２
０
１
２
「
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
産
業
論
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
�
部
・
入
賞
論
文

日
本
の
立
ち
位
置
に
危
機
感
共
有

�
部
・
選
考
短
評

【 部　審査委員】（順不同）

委員長 　

相澤　益男氏 （総合科学技術会議議員）

副委員長 　

椎名　武雄氏 （日本ＩＢＭ名誉相談役）

委員 　

奈須野　太氏
　（経済産業省経済産業政策局参事官

〈産業人材政策担当〉）

坪田　秀治氏
（日本商工会議所理事・事務局長）

井上　洋氏 （経団連社会広報本部長）

藤巻　正志氏 （経済同友会執行役）

水藤　几僖氏 （日本能率協会顧問）

松川　昌義氏 （日本生産性本部理事長）

既
成
概
念
を
打
ち
破
っ
て
こ
そ
若
者

　
相
澤
益
男
委
員
長
　
日
本

の
国
際
的
存
在
感
が
危
ぶ
ま

れ
て
い
る
中
、
京
都
大
学
の

山
中
伸
弥
教
授
が
ノ
ー
ベ
ル

生
理
学
医
学
賞
に
輝
い
た
。

「
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

万
能
細

胞

の
発
見
」
か
ら
、
わ
ず

か
数
年
で
の
受
賞
と
い
う
異

例
の
速
さ
で
あ
る
。
日
本
発

の
科
学
技
術
が
世
界
を
リ
ー

ド
す
る
絶
好
の
機
会
だ
。
グ

ロ
ー
バ
ル
時
代
を
突
き
進
む

若
い
人
々
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト

も
は
か
り
知
れ
な
い
。

　
「
第

回
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー

ズ
産
業
論
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

Ｉ
部
門
の
最
終
審
査
は
、
４

段
階
の
審
査
で
選
び
抜
か
れ

た

編
の
応
募
論
文
を
対
象

に
行
わ
れ
た
。
そ
の
大
半
は

グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
テ
ー
マ
と

し
た
も
の
で
あ
り
、
世
界
に

お
け
る
日
本
の
立
ち
位
置
に

危
機
感
が
共
有
さ
れ
て
き
た

よ
う
だ
。

　
審
査
員
の
目
は
、
「
訴
え

る
ポ
イ
ン
ト
は
何
か
、
そ
の

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
は
？
」

「
根
拠
と
な
る
エ
ビ
デ
ン
ス

は
何
か
」
に
、
ま
ず
向
け
ら

れ
る
。
こ
の
段
階
で
、
相
当

数
が
圏
外
と
さ
れ
て
し
ま

う
。
続
い
て
、
全
体
的
な
評

価
に
進
む
。

　
一
席
に
輝
い
た
の
は
、
木

村
綾
子
さ
ん
の
「
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
の
４
Ｐ
と
国
内
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
ー
の
推
進
」
で

あ
る
。
国
際
的
存
在
感
を
高

め
る
鍵
は
人
材
だ
。
木
村
さ

ん
は
、
Ｐ
ｒ
ｏ
ｆ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ

ｏ
ｎ
ａ
ｌ

専
門
性

、
Ｐ

ｅ
ｒ
ｓ
ｕ
ａ
ｓ
ｉ
ｖ
ｅ

信

頼
と
説
得
力

、
Ｐ
ｒ
ｏ
ａ

ｃ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ

主
体
的
な
精

神

、
そ
し
て
Ｐ
ｒ
ｏ
ｕ
ｄ

自
尊
心

の
４
Ｐ
を
バ
ラ

ン
ス
良
く
備
え
る
べ
き
だ
と

訴
え
る
。
豊
富
な
海
外
体
験

に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
だ
け

に
、
説
得
力
が
あ
り
、
明
解

な
論
理
展
開
と
相
俟
っ
て
、

あ
い
ま

最
優
秀
と
評
価
さ
れ
た
。

　
二
席
に
は
、
荊
超
さ
ん
の

「
日
本
の
メ
ー
カ
ー
が
今
後

世
界
で
戦
っ
て
い
く
た
め
に

は
」
が
選
ば
れ
た
。
日
本
企

業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
対
応
へ

の
警
鐘
だ
。
中
国
や
韓
国
と

の
具
体
的
な
比
較
に
基
づ
い

て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
事
制
度

を
導
入
し
、
高
品
質
へ
の
こ

だ
わ
り
を
打
破
す
る
と
と
も

に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育

成
に
踏
み
切
る
べ
き
だ
、
と

の
提
言
が
高
く
評
価
さ
れ

た
。

　
僅
差
で
、
坂
本
俊
裕
さ
ん

の
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
カ

ッ
プ
の
水
」
、
澤
田
悠
樹
さ

ん
の
「
高
年
齢
者
が
さ
ら
に

活
躍
す
る
た
め
の
環
境
づ
く

り
」
が
、
三
席
に
選
ば
れ

た
。
坂
本
さ
ん
は
、
基
礎
知

識
と
技
術
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
カ
ッ
プ
の
水
を
溢
れ
さ

あ
ふ

せ
る
と
い
う
モ
デ
ル
を
提
唱

し
、
自
ら
の
実
践
例
を
も
っ

て
実
証
。
澤
田
さ
ん
は
、
定

年
退
職
者
の
技
能
を
伝
承
す

る
環
境
づ
く
り
の
具
体
案
を

提
示
。
い
ず
れ
も
ユ
ニ
ー
ク

さ
が
評
価
さ
れ
た
。

　
椎
名
武
雄
副
委
員
長
　
近

年
若
者
の
保
守
化
傾
向
・
内

向
き
志
向
を
云
々
す
る
論
調

う
ん
ぬ
ん

が
あ
る
。
そ
う
思
っ
て
臨
ん

だ
今
年
の
審
査
だ
っ
た
が
、

憶
測
を
大
き
く
覆
す
論
文
に

そ
く

お
く多

く
接
し
た
い
へ
ん
嬉
し

う
れ

い
。

　
男
女
を
問
わ
ず
外
国
籍
の

新
人
か
ら
も
応
募
が
あ
り
、

結
果
入
賞
者
も
多
様
な
顔
ぶ

れ
と
な
っ
た
。
国
際
市
場
に

生
き
残
る
に
は
過
去
の
成
功

体
験
は
む
し
ろ
邪
魔
、
日
本

企
業
が
直
面
す
る
こ
の
厳
し

い
現
実
を
直
視
し
国
内
外
で

の
実
体
験
と
危
機
感
を
も
と

に
、
国
境
や
人
種
を
超
え
る

知
力
胆
力
を
養
お
う
、
未
知

の
領
域
に
挑
戦
し
よ
う
な

ど
、
日
本
企
業
の
明
日
に
向

け
た
積
極
的
提
言
が
高
得
点

を
得
た
。
一
般
的
言
説
の
羅

列
で
自
説
不
明
の
も
の
や
、

論
に
破
綻
は
な
い
が
突
破
力

に
欠
け
る
も
の
も
散
見
さ
れ

た
の
は
残
念
だ
。

　
自
分
の
頭
で
考
え
自
分
の

言
葉
で
語
り
、
既
成
概
念
を

打
ち
破
っ
て
こ
そ
の
若
者
で

あ
る
。
戦
後
何
十
年
の
国
家

モ
デ
ル
を
根
本
か
ら
見
直
す

べ
き
こ
の
時
期
、
若
人
に

は
、
新
し
い
発
想
と
行
動
力

で
変
革
に
参
加
し
て
欲
し
い

ほ

と
切
に
思
う
。

は
じ
め
に

　
Ｐ
ｒ
ｏ
ｄ
ｕ
ｃ
ｔ
・
Ｐ
ｒ

ｉ
ｃ
ｅ
・
Ｐ
ｌ
ａ
ｃ
ｅ
・
Ｐ

ｒ
ｏ
ｍ
ｏ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
と
い
う

４
つ
の
観
点
か
ら
論
じ
る
４

Ｐ
と
い
う
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
考
え
方
が
あ
る
。
商
品
の

販
売
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
４

つ
が
絶
妙
に
働
く
時
、
商
品

は
売
れ
る
。
こ
れ
に
な
ぞ
ら

え
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に

必
要
な
４
Ｐ
を
考
え
た
。
Ｐ

ｒ
ｏ
ｆ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ

専
門
性

、
Ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
ｕ

ａ
ｓ
ｉ
ｖ
ｅ

説
得
力

、

Ｐ
ｒ
ｏ
ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ

主

体
性

、
Ｐ
ｒ
ｏ
ｕ
ｄ

自

尊
心

で
あ
る
。
国
境
問
わ

ず
世
界
で
活
躍
し
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
私
は
学
生
時

代
に
米
国
・
ス
ペ
イ
ン
・
英

国
へ
留
学
し
、
そ
の
他
世
界

都
市
を
訪
れ
た
。
そ
こ
で

出
会
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ

ー
達
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人

た
ち

材
と
は
こ
れ
ら
４
つ
の
能
力

を
バ
ラ
ン
ス
良
く
備
え
た
人

で
あ
る
と
学
ん
だ
。
海
外
市

場
へ
急
速
な
転
換
を
求
め
ら

れ
て
い
る
日
本
企
業
に
は
４

Ｐ
を
備
え
た
人
材
が
必
要
で

あ
り
、
そ
ん
な
人
材
を
育
て

る
土
壌
づ
く
り
が
日
本
企
業

の
課
題
で
あ
る
。
一
章
で
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
の
４
Ｐ
を
、

二
章
で
は
日
本
企
業
を
世
界

に
誇
る
強
い
人
材
で
構
成
す

る
た
め
の
提
案
を
す
る
。

第
一
章

　
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
の
４
Ｐ

　

Ｐ
ｒ
ｏ
ｆ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ

ｎ
ａ
ｌ

専
門
性

　
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る

人
は
国
内
外
を
問
わ
ず
優
れ

た
専
門
的
な
経
験
や
知
識
を

持
っ
て
い
な
け
れ
ば
重
宝
さ

れ
な
い
。
旅
先
で
出
会
っ

た
、
５
カ
国
語
を
操
る
ス
イ

ス
人
の
ベ
テ
ラ
ン
営
業
マ
ン

は
、
大
工
専
門
の
高
等
教
育

を
受
け
て
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん

だ
後
に
イ
ン
テ
リ
ア
の
分
野

で
世
界
を
飛
び
回
っ
て
い

る
。
彼
は
生
涯
同
じ
仕
事
を

し
て
き
た
わ
け
で
は
な
い

が
、
核
と
な
る
専
門
分
野
か

ら
離
れ
ず
に
新
し
い
キ
ャ
リ

ア
を
築
き
続
け
て
き
た
。
確

固
と
し
た
専
門
性
の
軸
を
持

ち
つ
つ
も
、
新
し
い
分
野
へ

の
挑
戦
を
続
け
キ
ャ
パ
シ
テ

ィ
を
広
げ
続
け
る
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
が
国
境
を
超
え
て
必

要
と
さ
れ
る
。

　

Ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
ｕ
ａ
ｓ
ｉ
ｖ

ｅ

説
得
力

　
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
「
説

得
力
」
は
社
内
外
の
両
場
面

で
重
要
な
能
力
で
あ
る
。
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
は
海
外
の
人

々
の
信
頼
を
勝
ち
得
る
こ
と

に
加
え
、
現
地
か
ら
の
提
言

を
通
し
て
自
社
内
と
も
信
頼

を
築
い
て
発
言
力
を
高
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
　
　
　

　
双
方
の
信
頼
を
築
き
説
得

力
を
高
め
る
た
め
に
、
グ
ロ

ー
バ
ル
人
材
が
す
べ
き
こ
と

は
徹
底
的
な
現
地
理
解
だ
。

ま
ず
、
ど
ん
な
土
地
に
も
柔

軟
に
適
応
で
き
る
精
神
的
・

身
体
的
な
強
靭
さ
が
必
要

き
ょ
う
じ
ん

で
あ
る
。
加
え
て
現
地
の
言

葉
に
歩
み
寄
る
事
が
必
須
と

考
え
ら
れ
る
。
現
地
の
言
葉

を
理
解
し
国
際
的
な
知
識
・

教
養
を
持
つ
こ
と
は
、
相
手

の
立
場
に
立
っ
て
対
等
に
関か

か

わ
ろ
う
と
す
る
姿
勢
と
捉
え

ら
れ
る
。
そ
れ
が
相
手
へ
の

信
頼
に
繋
が
り
、
ひ
い
て
は

つ
な

発
言
に
説
得
力
を
持
た
せ

る
。
私
が
ス
ペ
イ
ン
の
語
学

学
校
で
出
会
っ
た
サ
ム
ス
ン

電
子
の
社
員
は
、
ス
ペ
イ
ン

で
一
年
間
の
研
修
期
間
を
与

え
ら
れ
自
由
に
現
地
で
活
動

し
て
い
た
。
ス
ペ
イ
ン
人
の

家
に
住
み
込
み
、
語
学
を
習

得
し
た
彼
は
現
地
人
に
よ
く

馴
染
み
、
活
き
活
き
と
ビ
ジ

い

な

じ

ネ
ス
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
築
き

上
げ
て
い
た
。
彼
は
現
在
ス

ペ
イ
ン
に
お
け
る
家
電
の
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担
当
し
て

い
る
が
、
彼
の
経
験
に
基
づ

く
意
見
は
韓
国
本
社
で
も
信

頼
が
厚
い
と
い
う
。
相
手
を

理
解
し
歩
み
寄
る
柔
軟
性
と

努
力
が
信
頼
性
を
高
め
説
得

力
の
向
上
に
繋
が
る
こ
と
を

知
っ
た
。

　

Ｐ
ｒ
ｏ
ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ

主
体
性

　
世
界
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と

対
等
に
関
わ
り
認
め
ら
れ
る

に
は
、
人
間
的
な
強
さ
と
魅

力
が
問
わ
れ
る
。
「
プ
ロ
ア

ク
テ
ィ
ブ
精
神
こ
そ
が
ビ
ジ

ネ
ス
で
は
必
要
だ
」
と
米
国

留
学
時
代
の
恩
師
に
教
え
ら

れ
た
。
Ｐ
ｒ
ｏ
ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｖ

ｅ
は
「
主
体
性
」
と
い
う
言

葉
に
近
い
意
味
を
持
ち
、
置

か
れ
た
状
況
に
流
さ
れ
ず
、

物
事
が
う
ま
く
い
か
な
い
時

も
環
境
や
人
の
せ
い
に
し
な

い
強
い
姿
勢
を
指
す
。
如
何

い

か

な
る
艱
難
が
押
し
寄
せ
よ
う

か
ん
な
ん

と
も
、
自
分
自
身
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
、
自
ら
状
況
を
変

え
よ
う
と
す
る
前
向
き
で
ブ

レ
な
い
強
さ
が
グ
ロ
ー
バ
ル

リ
ー
ダ
ー
に
必
要
な
精
神
な

の
だ
。

　
恩
師
は
こ
の
精
神
を
貫

き
、ビ
ル
ゲ
イ
ツ
の
秘
書
役

な
ど
の
キ
ャ
リ
ア
を
経
て
、

現
在
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
で

教
鞭
を
執
っ
て
い
る
。彼
女

き
ょ
う
べ
ん

は
主
体
性
を
強
み
に
、
自
信

を
持
っ
て
他
人
に
チ
ャ
ン
ス

と
意
欲
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
る
魅
力
を
備
え
た
人
で
あ

り
、
私
が
憧
れ
る
キ
ャ
リ
ア

ウ
ー
マ
ン
の
姿
で
あ
っ
た
。

　

Ｐ
ｒ
ｏ
ｕ
ｄ

自
尊

心　
最
後
に
、
自
分
自
身
に
プ

ラ
イ
ド
を
持
つ
こ
と
の
必
要

性
を
考
え
る
。
私
が
出
会
っ

て
き
た
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
リ

ア
を
歩
む
人
々
は
皆
、
自
分

自
身
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
対
す
る
愛
着
と
誇
り
を
示

し
て
い
た
。各
々
私
の
国
は

お
の
お
の

最
高
だ
。
と
自
信
満
々
に
語

り
、
褒
め
ら
れ
れ
ば
臆
せ
ず

笑
顔
で
礼
を
述
べ
る
。
日
本

に
は
謙
遜
を
美
徳
と
す
る
文

化
が
あ
り
、
自
己
主
張
や
自

尊
心
を
直
接
見
せ
る
こ
と
を

よ
し
と
は
し
な
い
。
私
自
身

も
家
族
や
日
本
の
自
慢
話
を

す
る
こ
と
に
苦
手
意
識
を
持

つ
。
留
学
を
し
た
際
も
、
褒

め
を
謙
遜
の
言
葉
で
返
し
て

し
ま
い
後
悔
す
る
機
会
が
多

か
っ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
の
場
で
は
、
自
分
自
身

が
相
手
に
と
っ
て
企
業
の
代

表
者
で
あ
り
、
国
の
顔
な
の

で
あ
る
。
自
ら
を
肯
定
す
る

こ
と
が
自
分
、
自
社
、
自
国

の
ブ
ラ
ン
ド
と
信
頼
を
高
め

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
国

の
文
化
を
深
く
理
解
し
説
明

で
き
る
よ
う
、
準
備
と
高
い

関
心
を
持
つ
べ
き
だ
。

　
私
は
、
以
上
４
点
が
グ
ロ

ー
バ
ル
人
材
に
必
要
な
基
礎

要
件
と
考
え
る
。

第
二
章

　
日
系
グ
ロ
ー

バ
ル
企
業
へ
の
提
案

　
Ｉ
Ｍ
Ｄ

国
際
経
営
開
発

研
究
所

「
世
界
競
争
力
年

鑑
」
に
お
け
る
日
本
の
国
際

競
争
力
は

年
前
に
世
界
ト

ッ
プ
を
誇
っ
て
い
た
が
、
２

０
１
１
年
に
は

位
に
ま
で

後
退
し
た
。
同
機
関
が
示
し

た
ラ
ン
キ
ン
グ
を
参
照
す
る

と
、
世
界

カ
国
の
比
較
の

中
で
日
本
に
お
け
る
「
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
層
の
国
際
経
験
の

高
さ
は

位
」
「
企
業
ニ
ー

ズ
に
合
致
し
た
語
学
力
の
高

さ
は

位
」
「
学
生
の
海
外

留
学
は

位
」
と
最
下
位
に

近
い
デ
ー
タ
が
並
ぶ
。
こ
れ

に
つ
い
て
日
本
経
済
新
聞
は

「
日
本
の
鎖
国
状
態
、
内
向

き
志
向
の
傾
向
」
と
危
機
を

唱
え
た
。
か
ね
て
か
ら
グ
ロ

ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材

が
日
本
の
海
外
展
開
を
支
え

て
き
た
は
ず
だ
。
問
題
は
そ

の
よ
う
な
人
材
が
必
要
な
数

に
満
た
ず
不
足
し
て
い
る
と

い
う
点
だ
。
日
本
企
業
は
改

め
て
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育

成
に
力
を
入
れ
、
世
界
で
戦

え
る
人
材
を
増
や
す
必
要
が

あ
る
。
そ
こ
で
、
第
一
章
で

述
べ
た
４
Ｐ
を
備
え
た
人
材

を
確
保
、
育
成
す
る
た
め
に

必
要
な
日
本
企
業
の
在
り
方

を
考
え
る
。

　

国
内
の
多
国
籍
化

　
ま
ず
、
国
内
に
居
な
が
ら

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
養
う

た
め
に
考
え
ら
れ
る
方
法
と

し
て
、
国
内
の
職
場
を
多
様

な
人
種
で
構
成
す
る
「
国
内

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
」
の
推

進
が
有
効
だ
と
考
え
る
。
企

業
の
国
内
拠
点
で
世
界
中
か

ら
優
秀
な
外
国
人
を
採
用

し
、
日
本
国
内
で
も
国
籍
関

係
な
く
社
員
同
士
が
協
業
す

る
と
い
う
社
内
の
多
国
籍
化

だ
。
現
状
で
は
、
外
国
人
が

採
用
さ
れ
て
い
る
場
面
で

も
、
そ
の
人
数
が
少
な
い
た

め
、
外
国
人
が
日
本
人
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
合
わ
せ
る
形

と
な
り
、
日
本
人
社
員
の
国

際
的
視
野
を
養
う
効
果
は
薄

い
。
こ
の
国
内
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
ー
は
、
楽
天
や
フ
ァ
ー

ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
が
推
進

し
て
い
る
全
社
内
公
用
語
を

英
語
に
す
る
と
い
う
強
制
的

な
方
法
と
は
異
な
る
。
グ
ロ

ー
バ
ル
な
人
材
を
必
要
と
す

る
部
署
に
お
い
て
の
み
、
国

籍
に
関
わ
ら
ず
自
然
と
理
解

し
合
わ
ざ
る
を
得
な
い
環
境

を
作
る
と
い
う
方
法
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
部
署
で
外

国
人
比
率
を
圧
倒
的
に
増
や

す
こ
と
が
職
場
に
お
け
る
日

本
や
海
外
と
い
う
枠
を
取
り

払
う
こ
と
に
繋
が
る
。
社
員

は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
価
値
観
の

中
で
仕
事
を
す
る
こ
と
で
、

柔
軟
で
広
い
視
野
を
身
に
付

け
つ
つ
共
通
言
語
と
し
て
必

然
的
に
語
学
力
向
上
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
。
実
務
に
お

い
て
も
、
国
内
か
ら
海
外
と

の
や
り
取
り
を
す
る
際
に
、

微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い

を
理
解
で
き
る
人
材
に
囲
ま

れ
、
業
務
の
中
で
教
え
合
う

こ
と
に
よ
り
相
互
理
解
を
深

め
ら
れ
る
利
点
も
あ
る
。
私

の
経
験
上
、
語
学
は
使
わ
ざ

る
を
得
な
い
機
会
に
飛
躍
的

に
向
上
す
る
。
同
時
に
外
国

人
社
員
を
日
本
の
文
化
の
中

に
自
然
な
形
で
馴
染
ま
せ
、

働
き
や
す
い
環
境
を
作
っ
て

い
く
こ
と
に
貢
献
す
る
こ
と

で
、
優
秀
な
外
国
人
の
離
職

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。
実
際
、
世
界
戦
略
に

力
を
入
れ
て
き
た
オ
ラ
ン
ダ

の
大
手
家
電
メ
ー
カ
ー
の
フ

ィ
リ
ッ
プ
ス
の
執
行
役
員
は

半
数
を
外
国
人
が
占
め
る
。

ま
た
、
新
し
い
発
明
や
開
発

は
米
国
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

や
イ
ス
ラ
エ
ル
が
有
名
で
あ

る
が
、
い
ず
れ
も
移
民
が
多

く
、
多
様
性
に
富
ん
だ
環
境

だ
。
日
本
企
業
が
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
を
維
持
し
育
成
す
る

た
め
に
は
、
社
内
基
準
の
国

際
化
が
必
要
だ
。

　

海
外
で
の
自
立
経
験
が

人
と
の
協
調
性
を
育
む

　
激
し
い
競
争
社
会
を
生
き

抜
く
強
者
が
揃
う
イ
ン
ド
、

そ
ろ

中
国
、
韓
国
な
ど
日
本
企
業

の
ラ
イ
バ
ル
た
ち
は
手
強

て
ご
わ

い
。
そ
の
中
で
日
本
が
誇
る

強
み
は
「
チ
ー
ム
力
」
で
あ

る
。
個
人
の
成
果
を
追
求
し

て
好
条
件
の
職
場
を
転
々
と

す
る
価
値
観
が
世
界
の
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
だ
が
、
人
員
の
入

れ
替
わ
り
が
激
し
い
企
業
で

は
、
組
織
で
の
技
術
や
ノ
ウ

ハ
ウ
は
蓄
積
さ
れ
に
く
い
。

そ
の
点
日
本
人
の
協
調
性
と

組
織
へ
の
忠
誠
心
は
、
信
頼

感
と
安
定
感
を
社
会
に
提
供

す
る
。
世
界
中
か
ら
人
が
集

ま
る
北
米
の
Ｍ
Ｂ
Ａ
コ
ー
ス

で
も
、
こ
の
協
調
姿
勢
は

「
日
本
企
業
の
成
功
の
カ

ギ
」
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。
今
後
、
人
材
の
流

動
が
著
し
い
グ
ロ
ー
バ
ル
環

境
に
さ
ら
さ
れ
る
我
々
が
チ

ー
ム
力
の
維
持
を
考
え
る

際
、
ひ
と
つ
頭
を
離
れ
な
い

の
が
「
事
業
は
人
な
り
」
と

い
う
考
え
方
だ
。
企
業
は
優

秀
な
人
材
を
惹
き
付
け
維
持

す
る
魅
力
を
必
要
と
す
る

が
、
そ
の
魅
力
と
は
組
織
の

「
人
」
に
あ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
器
の
大
き
な
人

材
が
揃
う
組
織
に
は
互
い
を

敬
う
こ
と
で
協
調
性
と
忠
誠

心
が
生
ま
れ
る
。
第
一
章
で

４
つ
の
Ｐ
に
つ
い
て
述
べ
た

が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
条

件
で
あ
る
も
う
一
つ
の
Ｐ
と

し
て
Ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
ｉ

ｔ
ｙ

人
間
性

を
加
え
よ

う
。
豊
か
な
人
間
性
の
結
集

が
組
織
の
土
台
と
な
り
世
界

で
戦
う
た
め
の
最
大
の
武
器

と
な
る
。
仕
事
の
ス
キ
ル
の

み
な
ら
ず
、
国
境
を
超
え
て

人
を
惹
き
つ
け
る
人
間
性
を

育
て
る
た
め
に
、
や
は
り
我

々
日
本
人
も
外
の
世
界
を
知

ら
な
く
て
は
い
け
な
い
。
己

の
常
識
が
通
じ
な
い
環
境
の

中
、
自
力
で
生
活
基
盤
を
見

つ
け
る
過
酷
な
海
外
経
験
の

機
会
を
社
員
に
与
え
る
こ
と

は
有
益
だ
と
考
え
る
。
多
様

性
を
知
り
、
違
い
を
受
け
止

め
た
上
で
自
己
を
確
立
す
る

経
験
が
豊
か
な
人
間
性
を
つ

く
り
、
そ
の
中
で
国
際
的
な

協
調
性
が
育
ま
れ
る
。
優
れ

た
協
調
性
と
い
う
日
本
人
の

美
徳
を
国
際
色
溢
れ
る
職
場

あ
ふ

に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
世
界
に
誇
る
グ
ロ
ー
バ

ル
企
業
と
し
て
魅
力
的
な
人

材
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
国
内
で

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
海
外
で

の
自
立
機
会
の
提
供
が
、
第

一
章
で
述
べ
た
４
Ｐ
を
備
え

た
人
材
を
育
て
維
持
す
る
と

考
え
る
。

お
わ
り
に

　
恵
ま
れ
た
こ
と
に
、
私
は

世
界
中
で
魅
力
溢
れ
る
人
々

と
出
会
い
感
銘
を
受
け
、
４

Ｐ
を
備
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
と
い
う
理
想
像
を
描
い
た

が
、
ま
だ
社
会
人
の
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
ば
か
り

だ
。
今
後
へ
の
希
望
を
強
く

持
ち
な
が
ら
、
現
状
の
自
分

に
必
要
な
も
の
を
素
直
に
受

け
止
め
て
仕
事
に
取
り
組
む

こ
と
で
理
想
に
近
づ
い
て
い

き
た
い
と
切
に
思
う
。

　
国
境
を
超
え
た
平
和
へ
の

信
念
を
貫
い
た
文
豪
の
ヘ
ミ

ン
グ
ウ
ェ
イ
は
「
こ
の
世
は

素
晴
ら
し
い
。
戦
う
価
値
が

あ
る
。
と
い
う
言
葉
を
残
し

た
。
世
界
は
広
く
競
争
は
激

し
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
規
模
で

変
化
の
め
ま
ぐ
る
し
い
現
代

で
、
今
後
私
た
ち
は
我
々
を

育
ん
で
く
れ
た
日
本
の
豊
か

さ
を
守
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
厳
し
い
世
界
で
は
あ
る

が
、
目
の
前
に
広
が
る
国
境

な
き
フ
ィ
ー
ル
ド
を
前
向
き

に
楽
し
め
る
人
材
が
日
本
に

増
え
て
い
け
ば
、
世
界
は
日

本
企
業
の
魅
力
を
理
解
し
、

私
た
ち
は
日
本
企
業
で
生
き

る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
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